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令和４年６月議会一般質問（R4.6.6） 質問答弁要旨 (文責 石川博雄) 
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みなさん、こんにちは。安城創生会の石川博雄です。 

令和４年６月議会一般質問に当たり、お忙しい中、議場にお越しいただいた皆さま、誠にありがと

うございます。また、インターネットでお聴きいただいている皆さま、心から感謝申し上げます。 

今回は、安城七夕まつりを応援するため、七夕議会として開催されております。 

それでは、さっそく質問に入らせていただきます。 

 

１ 農業の担い手について 

(1) 担い手の人数について 

最初は農業について質問させていただきます。 

まず、今回の明治用水の断水では、緊急的に、国・県・市が迅速に対応いただいていることに、

感謝します。今後は、時間はかかるとは思いますが、一日も早い復旧を切に願うものです。 

さて、１ 農業の担い手に入らせていただきます。 

皆さま、ご案内のとおり、この地域は、明治用水により、緑豊かな大地へと変わり、農業の多角

化、共同化により、日本デンマークと呼ばれる、農業先進地となりました。 

戦後は、安城方式とも言われる、ほ場整備により、農地の基盤整備とともに、工業用地には自

動車産業を誘致し、幹線道路が整備されるなど、農工商のバランスがとれた発展を遂げてきまし

た。近年では、２度目のほ場整備が進められています。 

こうした中、高齢化という問題が生じてきました。これまで、農業を担ってきた団塊の世代の人
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たちは、引退の時期を迎えています。一方、新たに農業に参入する人は、どのくらい、おられるの

か。 

現状と、他市の状況と、本市の取組という３点について、質問させていただきます。 

 

そこで、まず現状についての質問です。 

直近５年間で、農業の担い手の人数は、県全体では、どう推移しましたか、市内では、どう推移

しましたか。 

直近５年間の、農業の新たな担い手の人数は、県全体では何人でしたか、市内では何人でした

か、併せて伺います。 

 

（答弁） 

まず、「農業の担い手」は、農業経営基盤強化促進法に基づき、農業経営改善計画の認定を受

けた個人の農業経営者または農業生産法人のことであり、「認定農業者」とも呼ばれます。 

「認定農業者」数の推移を見ますと、平成２９年度から令和３年度までの５年間で、愛知県全体

では、４，６６３人から４，２５１人となり、４１２人減少しています。安城市でも、１６６人から１４５人と

なり、２１人減少しています。 

次に、「新たな担い手」、いわゆる「新規就農者」ですが、これには、同一世帯員が経営する個

人等に就農した「親元就農」、新たに個人等で経営を開始した「独立自営就農」、農業法人等にお

いて特定部門の責任を持つ候補者として雇用された「雇用就農」があります。 

「新規就農者」数は、同期間において、愛知県全体では、１，２０８人、安城市では、２２人になり

ます。 

 

(2) 新たな担い手が多い市町村について 

５年間で、認定農業者は、県全体では、４１２人減少、安城市でも、２１人減少した。この間の新

規就農者は、県全体では１２０８人、安城市では２２人と分かりました。ありがとうございました。 

認定農業者は、一定の要件に当たる人、分かりやすく言えば、農業を担う、トップランナーに当

たる人です。統計が難しいのかも知れませんが、実際には、農業の担い手全体は、もっと大勢の

人数になります。 

もっと多くの方が、引退されることを考えると、「新規就農者」は、もっと増やすことが重要と考え

ます。 

 

そこで、「(2) 新たな担い手が多い市町村について」です。 

県内では、どこも自動車産業をはじめ製造業が盛んです。こうした中で、県全体で、５年間に、１，

２０８人の「新規就農者」があったということは、結構大きな人数だと思います。 

いったいどこの市町村に多いのか、そこの取組が分かれば、安城市にとっても、ヒントになると

思います。 

 

そこで質問です。 
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この５年間で、新たな担い手の人数が、最も多かったのは、どこですか。何かヒントらしきものが

あるならば、教えてください。 

また、この５年間の近隣市の状況を教えてください。 

 

（答弁） 

まず、愛知県内の新規就農の状況ですが、農業改良普及課管内別で見ますと、この５年間で

新規就農者が最も多かったのは、東三河管内でした。 

次に、新規就農に向けた支援についてですが、新規就農には、資金や農地、農業設備の取得

をはじめ、栽培技術や農業機械の操作方法の習得、販路の確保まで、様々な準備が必要となり

ます。中でも、栽培技術は、愛知県立農業大学校で広く学ぶことはできますが、作目ごとの実践

的な栽培技術の習得には、地元農家の下で学ぶことが大変重要となります。豊川市では、地元の

ＪＡによる農業研修生の受入体制が充実していると聞いていますので、こうした栽培技術の実習

の場の確保・支援は、本市においても参考になると考えます。 

最後に、この５年間の近隣市の新規就農者の状況につきましては、岡崎市は５２人、碧南市は

２７人、刈谷市は７人、豊田市は１９人、西尾市は３９人でございます。 

 

(3) 本市の新たな担い手を増やす取組について 

県内で最も多かったのは、東三河管内。新規就農には、様々な準備が要るが、特に重要なこと

は、栽培技術の習得、参考として、ＪＡによる農業研修生の受入体制が充実している、豊川市を

挙げていただきました。ありがとうございました。 

近隣市では、岡崎市５２人、西尾市３９人、碧南市２７人など、挙げていただきました。何かヒント

が得られればと思います。 

 

最後に、「(3) 本市の新たな担い手を増やす取組について」です。 

安城市やＪＡあいち中央の取組が、担い手を増やすことに繋がっていると考えます。 

例えば、「２回目のほ場整備」は、ほ場を大型化し、大型機械での耕作を可能とし、新規就農を

助ける事業です。「畑・樹園地お見合いシステム」は、畑や樹園地の確保の面から、新規就農を助

ける制度です。「里親農家事業」は、農業知識や農機具提供により、新規就農を助ける事業です。

ＪＡあいち中央の「いちじくスクール」は、いちじく生産の担い手を育てる制度です。 

また、国は、地球環境にやさしい持続可能な農業を目指して、２０５０年までに有機農業の割合

を２５％（１００万ｈａ）に拡大する方針を定めました。２０５０年の方針とは、次世代の農業の方針を

指すものです。すでに市内では、一部の農業者が、有機野菜づくりに取り組んでおられます。本市

の「農畜産物.特産品.協議会」では、地産地消の観点から、地元農産物通販サイト「おいしいあん

じょう」を立ち上げ、有機野菜などの通販を開始されました。 

 

そこで質問します。 

まず、本市やＪＡが進めてこられた「２回目のほ場整備」、「畑・樹園地お見合いシステム」、「里

親農家事業」、「いちじくスクール」、「おいしいあんじょう」について、これまでの取組状況を伺いま
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す。  

また、安城農業を将来にわたり維持発展させるには、新たな担い手を増やすことが必要と思わ

れますが、市のお考えを伺います。 

 

（答弁） 

はじめに、それぞれの取組状況について、お答えします。 

「２回目のほ場整備」は、地元要望を受け、畦畔除去やパイプライン化による生産性の向上と経

営の安定化を目的に、市の西部、南部、東部のほ場で実施されています。次に、「畑・樹園地お見

合いシステム」は、平成２６年８月に開始し、昨年度は、３５人が所有する約４．７ｈａの農地を１３人

が借受けました。「里親農家事業」は、昨年度スタートし、現在、登録農家数は３人です。「いちじく

スクール」は、ＪＡあいち中央のイチジク専門の新規就農者向け講座で、平成２９年度以来、２２人

が卒業し、就農しています。最後に「おいしいあんじょう」は、昨年度スタートし、１年間で約１，５０

０セットを販売し、その内、４分の１ほどが有機野菜セットでした。 

次に、新たな担い手についてですが、農業の持続可能な発展にとって新規就農者を増やすこ

とは、必要不可欠なことと考えます。 

本市では、就農相談体制を充実するため、昨年度から、県やＪＡと毎月１回、新規就農担当者

会議を開催し、関係機関との情報共有と連携強化を図っています。また、就農後は、経営の安定

化のため、本市独自の補助事業「食料・農業・交流推進事業」による支援の他、借入資金等への

利子補給や、国や県の制度を利用した低金利融資や助成制度の案内も行っています。今後も、Ｊ

Ａの取組を支援するとともに、県農業改良普及課をはじめ、関係機関と連携を図りながら、新たな

担い手の確保・育成に取り組んでまいります。 

 

【コメント】 

いまの取組は、着実に成果を上げていることが分かりました。 

また、市のお考えとして、新たな担い手を増やすことは、農業の持続的な発展にとって、必要不

可欠であるとご答弁をいただきました。 

 

安城農業は、安城の骨格を作った産業です。そして、命のもと、食べ物をつくる大事な産業です。 

若い人たちが、これから安城で農業をやりたいと思ってもらえるような取組をお願いして、次の

質問へ移ります。 
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２ 安城ビジネスコンシェルジュ（ＡＢＣ）について 

(1)相談状況について 

安城市は、平成２９年１０月、中心市街地拠点施設・アンフォーレの３階に、安城ビジネスコンシ

ェルジュ（ＡＢＣ）を開設し、ビジネス支援の活動を進めて来られました。 

 

 

写真は、アンフォーレ３階のＡＢＣの入口付近の様子です。 

 

まず「(1)相談状況について」です。 

相談は、小売商業、サービス業、ものづくり産業など、あらゆる業種に及んでいると伺っていま

す。 

中小企業への相談業務が本分であるとは認識しておりますが、安城農業も、ＡＢＣの力を借り

ることで、さらに発展できるのではないかと考えます。特に、農産物の加工といった２次産業、流

通販売といった３次産業です。 

 

そこで質問です。 

ＡＢＣが開設されて以来、相談件数はどのくらいあり、内容はどんな分野がありましたか。また、

農業関係の相談もあるようであれば、件数と内容をお聞かせください。 

【答弁】 

安城ビジネスコンシェルジュ（ＡＢＣ）では、開設以来、昨年度末までに、延べ１５，

０６８件の相談がありました。相談内容といたしましては、経営計画、売上拡大、新規創

業、新製品開発などが多くございます。 

次に、農業関係の相談につきましては、これまでに１８件の相談を受けており、その内

容は農産物の販路開拓や農産物を活用した新商品開発などです。 

 

【再質問】 

相談件数１５０００件以上のうち、農業関係は１８件と、分かりました。 

そこで、農業関係の相談に関して、再質問させていただきます。 

農産物の加工といった第２次産業、流通販売といった第３次産業に関する相談があれば、具体
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例をお答えください。 

 

【答弁】 

第２次産業、第３次産業に関する相談では、チンゲン菜を使った商品の開発及び販売に

関する相談、無農薬野菜を使ったドリンクの開発に関する相談、野生の柚子を活用したア

ロマ製品の開発に関する相談などがあります。 

 

(2) 新規開業者に対する創業支援について 

分かりました。ありがとうございました。 

次は、「(2) 新規開業者に対する創業支援について」です。 

相談の中に、新規開業者に対する創業支援があります。一口に、創業支援と言っても、大規模

なものから、身近な課題を解決するものまで様々かと思います。女性の活躍も大いに期待される

と思います。 

 

そこで質問です。 

ＡＢＣ開設以来、昨年度までで、新規開業者は何件ありましたか。 

また、直近の令和３年度における新規開業者は何件あり、どのような内容でしたか。 

さらに、その中で、女性が代表を務めるものは何件あり、どのような内容でしたか、伺います。 

 

【答弁】 

ＡＢＣの開設以来、昨年度までの新規開業は、９２件でございます。 

令和３年度の新規開業は１５件あり、理美容、飲食関係の他、不動産や葬儀関連のサー

ビス業などがありました。 

そのうち、女性が代表を務めるものは９件で、理美容、飲食関係の他に、音楽関係や整

理整頓のサービス業などがありました。 

 

(3) 今後の方向性について 

令和３年度の新規開業は１５件、そのうち女性が代表のものは９件ということで、素晴らしいと感

じました。 

最後に、「(3) 今後の方向性について」です。 

ＡＢＣは、設立されて５年が経過し、相談件数は増加し、新規開業者も増加するなど、着実に成

果を生みつつあります。 

しかし、この５年の間に、新型コロナ、ウクライナ侵攻など、社会情勢や経済情勢は、大きく変化

しております。 

 

そこで質問です。 

様々な変化を踏まえて、本市及びＡＢＣが今後進むべき方向性について、何かお考えがあれ
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ばお教えください。 

【答弁】 

本市といたしましては、ＡＢＣは、高度化・専門化しながらも喫緊対応を求められる中

小企業者の課題に対する、ワンストップ支援を行うために事業を行っていますので、引き

続き相談者に寄り添った支援業務を強化していきたいと考えております。 

相談者が、製造業に限らず、飲食業、理美容業、農業、市民活動など、多分野に及んで

いること、及び相談件数も年々増え続けている現状でございますので、相談を受けるＡＢ

Ｃのコーディネーターやアドバイザーのスキルアップをより一層図ってまいります。また、

特に新規開業者に対しては、開業後のフォローなど、相談者との伴走支援が求められます

ので、引き続き巡回時間の確保に努め、専門的な観点からきめ細やかな助言等を行ってま

いります。 

 

【コメント】 

引き続き、相談者に寄り添った支援を行っていくとのこと。 

「変化の時代」だからこそ、今まで以上に、きめ細かな対応に心がけると理解しました。 

今後に期待して、次の質問へ移ります。 
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３ 本市オリジナル婚姻届・出生届について 

(1) 作成に込めた想いについて 

安城市では、本年５月、本市オリジナルの婚姻届・出生届を作成され、運用を開始されました。 

婚姻届・出生届は、身分関係に関わるためか、これまでは法律の基準に準じただけの、装飾が

施されていないものでした。 

この写真が、これまでの婚姻届です。(写真 略) 

 

しかし、一定のオリジナルデザインも可能であること、近隣自治体でも動きがあることなどから、

本市は、市政施行７０周年を機に、オリジナルの婚姻届・出生届の作成を行ったと伺っています。 

この写真が、本市オリジナルの婚姻届です。 

 

 

上に市特産・「梨」の白い花、下に市の花・「さるびあ」の赤い花、そしてデンパークの水車という

美しいデザインです。 

 

 
次に、この写真が、本市オリジナルの出生届です。 

七夕まつり公式キャラクター・願いごとの精「きーぼー」が、お生まれになったお子さんに、空か

ら星を降らせている優しいデザインです。 
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この写真が、婚姻届を出された方への記念品です。 

デンパークの入園券二人分と、市制施行７０周年の今年度は、オリジナルのイラストの入った、

コットン製のエコバックとのことです。 

 

そこで質問です。 

本市が、市制施行７０周年を機に作成した、オリジナル婚姻届・出生届について、作成に込めた

想いをお聞かせ願います。 

初回質問答弁 

作成に込めた想いにつきましては、婚姻や出生をされた方への祝福の気持ちを込めたもので

ございます。 

また、安城市に愛着を持っていただくことに加えて、本市以外でも届出に利用できることから、

本市のＰＲにつながることも期待しているところでございます。 

 

(2)若手職員等の参加について 

祝福の気持ちを込めたことが、分かりました。 

次に、「(2)若手職員等の参加について」に移ります。 

本市では、オリジナル婚姻届・出生届の作成に当たり、市役所内に検討委員会が設置され、担

当部署の職員だけでなく、関りのある部署の若手職員等の参加を求めたと聞いています。 

 

そこで質問です。 

検討委員会により、関わりのある他部署の職員の意見を求めたことでよかったことがありました

らおうかがいします。 

初回質問答弁 
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婚姻届については、届出をされる幅広い年齢の方に受け入れていただくことが重要であ

るとの意見を取り入れ、若い感性を生かした視覚的にも美しいデザインにすることができ

ました。 

 出生届については、お子さんを出産したお母さんに「寄り添った気持ち」が表れるように

したいとの意見があり、誕生した赤ちゃんに夢と希望を与えるイメージに仕上げることが

できました。 

 これらがよかったところでございます。 

 

(3)婚姻届の用紙の配布場所について 

 婚姻届は、若い世代だけではなく、幅広い年齢のかたに受け入れていただくもの、という意見、

出生届は、出産したお母さんの気持ちに寄り添ったもの、という意見が、今回のデザインにつなが

り、良かったと分かりました。 

最後に、「(3)婚姻届の用紙の配布場所について」に移ります。 

婚姻届の用紙は、現在、市公式ウェブサイトからの、ダウンロードも、できるようですが、窓口で

の配布は５か所に限られています。５か所とは、まず、市役所本庁舎市民課窓口、次に、明祥支

所、桜井支所、北部支所の３つの支所の窓口、そして、土日祝日や平日閉庁時間帯の受付窓口

である市役所本庁舎１階の当直室、この５か所です。これら５か所は、婚姻届を提出できる、受付

窓口ですので、ある意味、当然必要と考えます。 

しかし、ここに限定する必要はないのではないか、もっと幅広く配布しても良いと考えます。 

その理由は、第１に、本市のオリジナル婚姻届は出来上がったばかりで、これから若者や市民

への周知が必要だからです。第２に、近隣では、オリジナル婚姻届を、自由に手にすることができ

る自治体もあるからです。第３に、若者の間では、誰でも容易に受け取れる、結婚情報誌のおしゃ

れな婚姻届が人気であり、こうした意識変化もあるからです。 

それでは、具体的にどんな場所での配布が良いかです。 

私は、第１に、アンフォーレと考えます。アンフォーレ１階窓口センターは、一般旅券の発給と証

明が担当事務であり、婚姻届の受付窓口ではありませんが、アンフォーレは、年間を通じて最も

多くの市民が訪れる場所ですので、ここでも受け取れるようにすれば、周知の効果が高まります。 

第２に、各地区の公民館と考えます。地区公民館は、図書室も含めて、市民生活に最も身近な

公共施設であり、土日も開館しております。 

コロナ禍のもと、結婚件数が減っているようです。オリジナル婚姻届を通じて、少しでも結婚へ

のきっかけが生まれることを期待したいと思います。 

 

そこで質問です。 

新たな婚姻届の用紙については、現在配布されている５か所に加えて、アンフォーレ１階窓口
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センターや、各地区の公民館においても、希望する人が自由に手にすることができるよう、配布

体制をご検討いただきたいと考えますが、市のお考えを伺います。 

初回質問答弁 

婚姻届の用紙につきましては、現在は、書き方などの説明ができる窓口でお渡ししており

ますが、石川議員が言われますように、広く手に取っていただけるよう、アンフォーレ１階

の窓口センターや地区公民館でＰＲや配布ができるよう進めてまいります。 

 

【コメント】 

これまでの５か所に加えて、アンフォーレや地区公民館でも、手に取っていただけるよう、進

めるとの答弁でした。 

わが国において、結婚、出産が減っていることが、大変に気がかりです。国や県の対策も必

要ですが、これも対策だと思います。身近な人の間で、結婚が話題となることを願い、次の質問

へ移ります。  
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４ プラネタリウムについて 

（１） 観覧者数について 

最後の質問は、プラネタリウムについてです。 

本市は、平成３０年度、プラネタリウムをリニューアルし、その際、本市オリジナル番組「安城星

と水の物語」を制作されました。 

その中に、用水計画をめざす都築弥厚の要請を受けて、算学家石川喜平が、星を頼りに測量

した話が盛り込まれています。 

そこで、まず、石川喜平と測量について、触れさせていただきます。 

石川喜平は、天明８年、１７８８年、高棚村に生まれました。 

和算の学聖、関の直系、第８代師範、清水幸三郎の門に入り、算学、天文暦法を学び、第９代

師範となり、多くの門弟を指導した和算家でした。 

 

弥厚の用水計画は、矢作川の水を安城が原へ引くものでした。 

用水は、台地の中でも、馬の背のような、一段と小高いところを通す必要があります。 

このため農民からは、矢作川の水を引けば洪水を招くとして、強い抵抗に会いました。   

しかし、弥厚の固い決意を知り、喜平は、正確な測量ができれば洪水は起きないと、命を懸け

て測量を行うことを決意しました。 

喜平らの測量は、文政５年、１８２２年に始まりました。農民の抵抗のため昼間はできず、夜間に

星を頼りに行われるなど、困難を極めました。そして５年の歳月を要しました。今年２０２２年は、喜

平らが測量を開始した、１８２２年から２００年に当たります。 

高棚町では、毎年、石川喜平の遺徳を偲ぶ頌徳祭を行っています。 

 

 

この写真は、喜平ウォークの写真です。今年は測量開始から２００年ということで、さる５月２９日、

町内の喜平ゆかりの場所（大改修が終わった喜平公園、喜平の胸像がある高棚小学校、喜平の

お墓、当時芦池に祀ってあった弁財天など）を周る、喜平ウォークを開催しました。子ども約８０名

を含む約２３０名の参加があり、盛況に行うことができました。 
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この写真は、高棚町内会が、許可を得て、プラネタリウムのポスターを作成したものです（議場

で掲げる）。ポスターは、測量開始から２００年の文字を入れたもので、関係する町内会や学校な

どに配り、プラネタリウム観覧のＰＲをしています。 

 

そこで２点質問させていただきます。 

まず１つ目は、オリジナル番組「安城星と水の物語」を投映する際に、今年２０２２年は、石川喜

平が測量を開始した１８２２年から２００年であることを、何かＰＲをいただくと、観客の方も興味をも

って鑑賞いただけるのではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

２つ目は、この２年間におけるコロナ禍で、本市における他の事業同様に、プラネタリウムにつ

いても観覧者数が大きく減少しているのではないかと思います。過去５年間のプラネタリウムの一

般の観覧者数と団体利用者数、以上２点をお伺いします。 

 

答弁案 

 お答えします。 

 まず、石川議員言われますとおり、今年は石川喜平の測量開始から２００年に当たるた

め、プラネタリウム番組「安城 星と水の物語」の投映に際しましては、投映開始前に、解

説員がその旨を、ご覧いただいている皆様にご案内しております。 

 次に、プラネタリウムの観覧者数ですが、平成２９年度が、１６，７３５人、うち団体利

用者数が、４，７２１人、平成３０年度が１１，１０８人、うち団体利用者数が３，５９６

人、令和元年度が２６，６９３人、うち団体利用者数が４，９５６人、令和２年度が９，８

４２人、うち団体利用者数が２，５０１人、令和３年度が２２，６５３人、うち団体利用者

数が３，８３８人でございます。 

なお、平成２９年度と平成３０年度の観覧者数が、令和元年度に比べて少ない要因は、平
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成２９年１０月２日から平成３０年１１月１６日の間に行いました、文化センターの大規

模改修工事に伴う、閉館によるものでございます。 

 

(2) 新型コロナウイルス感染防止対策について 

投映開始前に、今年は石川喜平測量開始から２００年に当たると案内をいただいているとのこと、

感謝申し上げます。 

プラネタリウム観覧者については、令和３年度は、相当程度、戻ってきたということですが、や

はり、感染防止対策が気になるところです。 

ここ市議会議場と同じく、プラネタリウムは、構造上、窓は設けられておらず、窓を開けての換

気はできません。 

プラネタリウムに来場されるお客様は、その点に不安を感じる方もあるかと思います。 

 

そこで質問です。 

プラネタリウムでは、現在どのような感染防止対策をとってみえるのか、伺います。 

答弁案 

 お答えします。 

 石川議員が言われますとおり、プラネタリウムは窓の無い空間となっておりますが、常

時、吸排気の空調を稼働させ、プラネタリウム全体の空気の入れ替えをするとともに、１日

に４回あります投映の合間には、３か所ある出入口の扉を全開にして送風機を稼働させる

などして換気を行っております。 

 また、プラネタリウムの定員は１２０人ですが、多くの方が２人以上で来場されるため、

グループごとにお座りいただいた際に、グループの間を１席空けて座っていただきグルー

プ間の間隔がとれるように、入場者数を８０人までに制限して運営しております。 

 

(3) 利用促進策について 

排気・吸気の空調による空気の入替え、投映の合間の扉全開・送風機稼働、グループ間は１席

空けを、やっておられることが分かりました。市民の皆さまに、しっかりＰＲをいただければ、理解

いただけると思いますので、よろしくお願いします。 

続きまして、３項目の質問「利用促進策について」です。 

せっかくリニューアルしたプラネタリウムですので、多くの市民に観覧いただきたいと思います。 

 

そこで質問です。 

今後、より多くの方に見に来ていただけるような利用促進策をどのように考えて見えるのか伺

います。 

 

答弁案 

お答えします。 

 本市では、年間を通じてプラネタリウムにより多くの方にご来場いただけるよう、教育
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的要素や、投映する季節等を考慮しまして定期的に新たな番組を投入しております。 

また、幼児向けからファミリー向け、大人の方には映像とともに音も楽しんでいただける

ような幅広い番組を揃え、星空生解説とあわせて魅力ある投映となるよう努めております。 

プラネタリウムのＰＲにつきましては、番組の切り替えに合わせて、リーフレットやポス

ターを幼稚園、保育園、こども園、小中学校や各公共施設へ配布しておりますが、配布回数

を増やすとともに、先生方を対象に事前に番組をご確認いただける招待券を配布するなど、

一般投映、団体投映ともにより一層のＰＲに努めてまいります。 

今後も、注目度の高い天文現象に合わせた投映を行うなど、集客に対する効果にも気を配

りつつ、総合的に見てバランスのとれた魅力ある番組の提供を継続してまいります。 

 

（コメント） 

プラネタリウムは、本市が誇る文化施設です。コロナ対策も、しっかりＰＲいただきたいと思いま

す。 

あわせて「安城星と水の物語」の投映の際には、石川喜平測量開始２００年について、一層周知

いただけるようお願いして、質問を終わります。 

 

以上で、通告した４問は全て終わりました。 

ご清聴、ありがとうございました。 

神谷市長さんはじめ、市当局の皆さまには、丁寧なご答弁をいただき、感謝を申し上げます。 

今後とも、地域を良くする、安城を良くするため、一生懸命努力して参ることをお誓い申し上げ、質

問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

 


